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 地球に関わる全ての学術分野や産業界に広く利用されてきた地球シミュレータ（ES）の 3代目のシステ

ムが稼働を開始した、その特徴を述べるとともに最新の利用動向と産業利用の取り組みについて述べる。 
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1. はじめに 

地球シミュレータは、地球に関わる全ての学術

分野や産業利用に利用されている。2002年に稼働

を開始した初代から 2代目の地球シミュレータへ

変遷する時期に国のフラッグマシンとしての役

割を終了し、その後、地球関連分野の専用マシン

としての役割を得て現在に至っている。昨年 2015

年 6月からは 3代目の地球シミュレータが稼働を

開始し、皆様に大いに活用されている。産業界に

おける利用については、各企業による取り組みに

とどまらずさらに協働の結び付きを強くできる

よう、イノベーション創造に向けた展開基盤とな

るよう柔軟な運用と強力なサポートそして戦略

的な共同研究の促進にさらに力を注いでいる。本

稿では、新しい地球シミュレータについて説明す

るとともに、新システムになって新たな試みで実

施した特別推進課題の成果と、それを支える技術

サポートについて、さらに、これまで長く実施し

てきて役目を終える地球シミュレータ産業戦略

利用プログラムについて説明する。 

 

2. 地球シミュレータの概要 

地球シミュレータは、平成 14 年に初代システム

が運用を開始し、地球温暖化に関する IPCC 第 4

次および第 5次報告書への貢献をはじめ地球科学

ならびに関連科学技術の発展に多くの貢献をし

ている。平成 21年 3月には第 2代(ES2)への更新

が行われた。その間、フラッグシップ・システム

から、海洋地球科学分野を主とした計算を担当す

るシステムへと役割が変わったが、この分野を中

心に多くのユーザに利用されてきた。ES2 は、平

成 27 年 2 月末日をもって運用を終了し、3 月か

らは ES2 の実効性能を 10 倍超上回る新地球シミ

ュレータの試験運用が開始され、6 月には正式運

用に入った（表 2－1）。新地球シミュレータでは

省エネルギー化を達成するとともに、引き続き海

洋地球科学分野を中心とした研究を推進する

HPC 基盤システムとして活用されるように運用

を行っている。 

 

 

図2-1 新地球シミュレータ 

 

新地球シミュレータは、平成 27 年 3 月より全体の

1/2 の 2560 ノードでの稼働を開始し、6 月より全シス

テム 5120 ノードでの正式運用を開始した。導入にあ

たっては、システムが運用に耐えうるものであることを

担保するため、機能、性能が提案仕様を満たしてい

ることを、それぞれ 914 項目、13 項目の実証検査で

確認するとともに、試験運用での負荷環境下での二

週間の連続運用とその間 90%以上の資源が利用可

能であることを要件とする可用性検査を実施し、新地

球シミュレータシステムは、可用率 98.985%率で検査

合格となった。性能試験では、調達時の性能評価試

験に用いたベントマークプログラムで実測を行ったが、

実際のシステムは、コンパイラの改善などが寄与し、

入札時の報告値を実測値が 2～5％上回ることが確

認された。 
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ラム」であり、我々は成果公開型と略している。

もう 1 つは、「地球シミュレータ成果専有型有償

利用」であり、研究テーマや研究成果、利用者情

報などを公開しない「非公開型利用」である 

（ http://www.jamstec.go.jp/es/jp/project/ot

hers.html）。 

「地球シミュレータ産業戦略利用プログラム」

は、平成 19 年度、文部科学省の「先端研究施設

共用イノベーション創出事業【産業戦略利用】」

の一環として開始した。平成 21 年度から平成 24

年度は文部科学省の先端研究施設共用促進事業

による補助事業として、平成 25 年度から平成 27

年度まで文部科学省の先端研究基盤共用・プラッ

トフォーム形成事業による補助事業として実施

している。 

先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業

は、大学、独立行政法人等が保有する外部利用に

供するにふさわしい先端研究施設・設備について、

産業界をはじめとする産学官の研究者等への共

用を促進するとともに、これらの施設・設備のネ

ットワーク化や先端性向上等を併せて支援する

ことで、多様なユーザニーズに効果的に対応する

プラットフォームを形成し、もって「科学技術イ

ノベーションによる重要課題の達成」、「日本企業

の産業競争力の強化」、「研究開発投資効果の向上」

に貢献することを目的として実施されている。 

 海洋研究開発機構では、上記の趣旨に沿って、

国内でも有数の規模を誇る「地球シミュレータ」

について、科学技術に関する数値シミュレーショ

ンを用いた研究・開発を行う機関への共用を促進

し、利用を積極的に支援することを目的として

「地球シミュレータ産業戦略利用プログラム」を

実施している。本事業の推進を目指して、地球シ

ミュレータを利用する際に必要となる技術指導

や支援を行う施設共用技術指導研究員と、利用者

拡大のための活動や利用開始後のフォローを行

う共用促進リエゾンを配置している。 

表 4－1 これまでの採択件数 

 総
計 

流
体 

ナ
ノ 

環
境 

バ
イ
オ 

新
規 

平成 
19 年度

12 2 3 － － 7 

平成 
20 年度

12 4 4 － － 4 

平成 
21 年度

14 1 5 2 2 4 

平成 
22 年度

13 1 4 3 1 4 

 

 総計（＊） 環 境 負 荷
（＊） 

安全・安心
（＊） 

平成 
23 年度

13（5） 10（3） 3（2） 

平成 
24 年度

13（6） 9（4） 4（2） 

平成 
25 年度

10（5） 8（4） 2（1） 

平成 
26 年度

12（8） 9（5） 3（3） 

平成 
27 年度

11（9） 6（4） 5（5） 

流体：戦略分野利用推進、戦略分野「極限環境流

体シミュレーション」 

ナノ：戦略分野利用推進、戦略分野「ナノ・材料

における物性解明・機能高度化シミュレーション」 

環境：戦略分野「環境負荷低減技術開発・評価シ

ミュレーション」 

バイオ：戦略分野「大規模バイオシミュレーショ

ン」 

新規：新規利用拡大、新規分野 

環境負荷：「環境負荷を低減する技術開発」分野 

安全・安心：「安全・安心な社会を実現する技術

開発」分野 

＊：うち、トライアルユースの件数 

 

分野について 

 「極限環境流体シミュレーション」：主に、

高温、高圧、高速、微小スケールなどの環境

（極限環境）下における流体挙動等の解明・

制御を目指す課題 

 「ナノ・材料における物性解明・機能高度化

シミュレーション」：非経験的第一原理計算

や分子動力学等に基づいた計算機シミュレ
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す利用

 

 表 4－1 に

度までの 9

表 4－2に平

 

表 4－2 平

トフォーム

分野 プロ

責任

環境 株式

研究

ター

環境 株式

電力

テム

セン

環境 株式

バイ

環境 東光

環境 日本

式会

ータが拓く未来 

ンを行うよ

境負荷低減技

：環境に与え

あるいは評価

より、環境問題

課題 

規模バイオシ

創薬といった

シミュレーシ

境負荷を低減

ネ、エコ製品

技術的課題の

全・安心な社

減災、事故

ン等に係る

用課題 

にあるように

年間で、延べ

平成 27 年度

平成 27 年度

ム形成事業 

ロジェクト

任者・所属 

式会社東芝

究開発セン

ー 

式会社東芝

力社会シス

ム技術開発

ンター 

式会社テラ

イト 

光株式会社 

本ゼオン株

会社 

うな課題 

技術開発・評価

える負荷を低

価に関するシ

題の解決あ

シミュレーシ

た分野におい

ションを用い

減する技術開発

、再生可能エ

解決を目指す

社会を実現す

対策、創薬、

る技術的課題

に、平成 19

べ 110 課題の

の実施課題

先端研究基盤

ト プロジェ

芝 

ン

低環境負

なる高性

探索 

芝 

ス

発

流体構造

を用いた

械翼等の

考慮した

ラ 人工的な

た物理モ

熱流体シ

コードの

大規模数

イル損失

株 環境負荷

ーボンナ

材料の電

大規模シ

価シミュレー

低減する技術

シミュレーシ

るいは改善に

ション」：医療

いて大規模な

いて取り組む

発」：低炭素

エネルギー等

す利用課題

する技術開発

、ライフイノ

題の解決を目

年度から 27

の利用があっ

を紹介する。

盤共用・プラ

クト名 

荷材料の基礎

性能機能性材料

造大規模連成解

高性能ターボ

部分負荷特性

設計法の開発

仮定を極力排

デルに基づく

シミュレーシ

開発 

数値解析による

低減技術の開

荷低減に向けた

ノチューブ複

電気伝導に関す

ミュレーショ

ーシ

術の

ショ

につ

療技

な計

む課

素化、

等に

発」：

ノベ

目指

7 年

った。

。 

ラッ

礎と

料の

解析

ボ機

性を

発 

排し

く非

ョン

るコ

開発

たカ

複合

する

ョン

 
分野

環境

安全

安全

安全

安全

安全

環境

安全

分野
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1つ

れて
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ョン

ア

自社

ーシ
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うに

のス

献で

野 プロジ

責任者

境 アドバ

フト株式

全 日本電

株式会社

全 株式会

環境テ

ジー 

全 清水建

会社 

全 計測エ

アリン

株式会社

全 大同メ

業株式会

境：「環境負

全：「安全・

野 

 スーパーコ.

わが国の産業

ンピュータ本

用のためのソ

が重要である

スーパーコン

い 1つの要因

この問題に取

レータ産業戦

つの研究を紹

ているアドバ

メモリシステ

ンの可能性の

アドバンスソ

社で開発した

ションソフト

ーパーコンピ

にチューニン

スーパーコン

できると考え

アドバンス

ジェクト

・所属 

プ

バンスソ

式会社 

大

ム

レ

討

電波工業

社 

水

上

会社地圏

テクノロ

全

ョ

建設株式 強

向

い

シ

エンジニ

ング工業

社 

解

程

メタル工

会社 

ナ

挙

ュ

荷を低減す

安心な社会

ンピュータ

業競争力強化

本体の利用環

ソフトウェア

る。いくつか

ンピュータの

因でもある。

取り組んだ課

戦略利用プロ

紹介したい。平

バンスソフト

テムにおけ

の検討”（表

ソフト株式会

た多くの大規

トウェアを保

ピュータ上で

ングし、環境

ンピュータの

え、海洋研究

スシミュレーション

プロジェクト

大規模共有メ

ムにおける大

レーションの

討 
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規模共有メモリシステム SGI UV2000 にアドバン

スソフト株式会社が所有するソフトウェアを移

植し、更なるチューニングを実施した。さらに、

本システムを利用した、利用者が使いたいときに

直ちにスーパーコンピュータを利用できる「アド

バンス／スーパーコンピューティング・サービス

[3]」事業を 2015 年 8 月から開始している。この

ようにスーパーコンピュータを使った成果を上

げるにとどまらず、その利用環境を整備すること

によって、わが国の産業競争力強化に努める課題

も登場してきたのは注目される。詳細については

アドバンスソフト株式会社に照会されたい。今後

は、全国のスーパーコンピュータの共用に際して、

より敷居が低い利用環境が整備され、ますますの

利用拡大が見込まれるものと考える。その一翼を、

海洋研究開発機構が努められるよう、今後も産業

利用に注力していきたい。 

 

参考）大規模共有メモリシステム（UV2000） 

（UV2000 の図） 

 SGI社製UV2000で構成されている共有メモリ型

スカラ並列計算機である。32TByte の共有メモリ

を 1ノードで運用している。2.4GHz の Intel Xeon 

E5-4650v2 10 コアから成る CPU を 256socket 搭載

している。全体では、総コア数 2560、総合演算性

能は 、メモリ 32TByte となっている。 

 

 

図 4 大規模共有メモリシステム（SGI UV2000） 

 

5. おわりに 

 新たに稼働を開始した3代目の地球シミュレー

タの紹介、そのシステムの特徴を最大限に生かし

た技術サポート、特別推進課題の成果について説

明した。また、平成 27 年度で終了される地球シ

ミュレータ産業戦略利用プログラムについてご

紹介した。今後も引き続き地球シミュレータの利

用拡大に努め、地球に関わる全ての学術分野や産

業利用に取り組んでいく。 
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